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演題番号：C8

アグレプリストンで治療した乳腺線維腺腫様過形成（fibroadenomatous hyperplasia: 
FAH）の猫の1例
○今西貴久，今西奈穂子
菜の花動物病院

1．はじめに：猫の乳腺腫瘍の 8 割以上は悪性だが、一方良
性病変の主なものとしては乳腺線維腺腫様過形成（以下FAH）
が挙げられる。乳腺の急速増大と硬結を特徴とし、放置する
と感染および壊死を起こす事がある。発症にはプロジェステ
ロンが関与しており、プロジェステロン受容体拮抗薬である
アグレプリストンが有効な治療薬とされている。今回、FAH
と診断した猫をアグレプリストンで治療する機会を得たため
その治療経過を検討した。
2．材料および方法：症例は繁殖用個体のメインクーン、未
避妊雌、9 か月齢、体重 4.kg。腹部に腫瘤があることに気付
き来院した。左右第 4 乳腺にそれぞれ 4～6cmの硬結感のあ
る大型腫瘤と、左右第 1，2 乳腺に 1cmの腫瘤を確認した。
触診では疼痛を認めず底部固着もなかった。腫瘤が大型のた
め歩行時に引きずってしまい一部紅斑を認めた。悪性腫瘍を
疑い二次病院を紹介した。そこでのFNA所見と発症年齢か
らFAHと診断され、アグレプリストンによる治療を提案さ
れた。そこで第 12 病日よりアグレプリストンによる治療を開
始した。まず 2 日連続で投与し、その後約 1 週間に 1 回反応
を見ながら腫瘤が消失するまで投与を続けていくよう計画し

た。
3．結　果：2 日連続投与した 1 週間後の第 19 病日、第 4 乳
腺の腫瘤は最大 6cmあったのが 4.5cmに縮小していた。第 30
病日、大型腫瘤はさらに小さく柔軟になり、第 1，2 乳腺の腫
瘤は消失した。その後来院が無く、第 50 病日来院した時に
は大型腫瘤はさらに柔軟な状態となり、皮下脂肪様の感触と
なっていた。アグレプリストン投与をこの日で終了とした。
その後腫瘤は消失し第 214 および 451 病日に出産したが、乳
汁分泌もあり仔猫も問題無く育っている。
4．考察および結語：FAHは猫特有の疾患とされ主に若い雌
猫で発症するが、妊娠中や不妊手術後、稀に雄猫での報告も
ある。猫の乳腺に腫瘤があるとまず悪性腫瘍を疑ってしまう
が、発症年齢と特徴的な肉眼所見から本疾患を鑑別疾患に入
れることが重要である。アグレプリストンは本疾患の有効な
治療薬で、本症例においても投与後乳腺は速やかに縮小し柔
軟になっていった。投与中の副作用も全く無く治癒し、その
後通常に繁殖できるようにもなった。アグレプリストンに
よるFAHの治療は、猫にとって安全で有効と思われた。 
 

演題番号：C7

嚢胞を主病変とした原発性上皮小体機能亢進症の猫の1例
○市田千尋 1），鍋谷知代 1），金城綾二 1），富張瑞樹 1）3），加藤和也 4），鳩谷晋吾 1）2）

1）大阪公大　獣医臨床センター，2）大阪公大　細胞病態学研究グループ，3）大阪公大　特殊診断治療学教室，4）神原動物病院・
兵庫県

1．はじめに：原発性上皮小体機能亢進症（PHPT）は、上皮小
体の機能性腫瘍または過形成により上皮小体ホルモン（PTH）
を過剰産生する結果、高カルシウム血症が起こる疾患である。
画像検査所見では、上皮小体の腫大や腫瘤形成が特徴で、腫
瘤近傍に嚢胞を形成する例もまれに見られる。今回、腫瘤を
形成せず、嚢胞が主病変であったPHPTの症例を経験したた
め、その概要について考察した。
2．材料および方法：雑種猫、去勢雄、15歳8か月。多飲多尿
を主訴に紹介元病院を受診した。血液検査で血清カルシウム
の高値が確認された。高カルシウム血症の原因精査のため、
当センターを紹介受診した。
3．結　果：第 1 病日、血液検査でBUN、Creの上昇は見ら
れず、高カルシウム血症の原因として、腎性上皮小体機能低
下症を除外した。X線検査や腹部超音波検査で腫瘤や肉芽腫
を疑うような所見はなく、腫瘍随伴症候群、肉芽腫性疾患を
除外した。また、紹介元病院の血液検査でintact-PTHの高値
が見られたため、特発性高カルシウム血症も除外した。左頚
部に波動感のある結節が触知され、超音波検査で直径 10 mm
の低エコー源性結節、CT検査では左甲状腺左側に嚢胞が確認

された。臓器位置関係から嚢胞が上皮小体と関連していると
考え、第 15 病日に嚢胞を摘出した。病理組織学的検査では、
嚢胞壁を構成する細胞が腫瘍性に増殖していた。これらの細
胞は、抗PTH抗体による免疫染色で陽性を示したことから、
上皮小体腺腫と診断された。第22病日に、イオン化カルシウ
ム、intact-PTHは基準値内まで低下した。
4．考察および結語：本症例は、触診や超音波検査で頚部に
結節が確認されたが、CT検査では左甲状腺内に嚢胞のみが
確認された。猫のPHPTは、上皮小体の腫大や腫瘤形成が特
徴とされ、嚢胞が主病変である症例はこれまで報告がない。
そのため、嚢胞がPHPTの原因であると特定できなかった。
しかし、他の高カルシウム血症の原因疾患を除外し、臓器位
置関係ならびにintact-PTHが高値であったことから、嚢胞が
上皮小体に関連していると考え嚢胞を摘出した。病理組織学
的検査で上皮小体腺腫と診断が得られ、嚢胞がPHPTの原因
であることが明らかになった。猫のPHPTでは、上皮小体の
嚢胞が主病変となる可能性もあるため、診断、治療のために
嚢胞の摘出を検討する必要がある。 
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